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 平安時代より続く太宰府天満宮の神幸式は、 
古代の大宰府条坊を引き継ぐ街路と菅原道真の 
配所である榎社を舞台に繰り広げられます。県 
の無形民俗文化財に指定されています。 

 太宰府市は、大陸への門戸である玄海灘の近くながら、山々に囲まれ
た盆地状の地に、大宰府が設置されて以来1300年以上の歴史の中で、
宝満山や四王寺山などの自然環境や大宰府関連史跡や太宰府天満宮とそ
の門前などの歴史的環境が伝えられてきています。これらの環境と一体
となって「太宰府天満宮神幸式」や「さいふまいり」など伝統を引き継
いだ人々の営みが展開され、太宰府の歴史的風致を形成しています。 

さいふまいりにおける歴史的風致

 さいふまいりは、江戸時代に太宰府参詣ととも 
に周辺の名所旧跡を巡る遊山を兼ねた風習で、太 
宰府天満宮のほか、現在は史跡となっている都府 
楼跡（大宰府跡）、水城跡などを訪ねる伝統が続 
いています。 
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太宰府天満宮門前の生活にみる歴史的風致 

 天満宮の門前には、江戸時代から続く歴史的 
建造物が残り、名物となっている梅ヶ枝餅を始 
め参詣者をもてなす生業が続いています。また、 
恵比寿まつりや県指定無形文化財指定の鬼すべ
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梅に関する歴史的風致 

 「万葉集」梅花の宴、 
菅原道真にまつわる飛 
梅伝説など、梅との縁 
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は深く、江戸時代以降、
梅を天満宮に献上し、 
植え、愛でる習慣は、 
厄除けの梅あげや市内 
いたる所への植樹に引 
き継がれています。 天満宮神苑での観梅 
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農耕に関わる祭事にみる歴史的風致 

農耕 わ 祭事 域 神社 春籠

観世音寺の「除夜の鐘」にみる歴史的風致 

 観世音寺の除夜の鐘 
は寒い中人々が静かに 
集まり、国宝に指定さ 
れている梵鐘をひと打 
ちづつ撞いていく行事 
です 古代の音色が観
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 農耕に関わる祭事は、地域の神社で春籠りか 
ら神迎えの年間を通して行われ、素朴な行事と 
して地域ごとに受け継がれています。 

です。古代の音色が観
世音寺など歴史的建造 
物の間に響きます。 

大晦日の観世音寺鐘楼 

宝満山における歴史的風致 

宝満 古 信仰され 太宰府 重
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地禄神社 

春篭り 宮座 

宝満山は古代より信仰される山で太宰府の重要 
なシンボルです。そこで展開される峰入りや大護 
摩供などの中世以来の修験儀式は多くの困難を乗 
り越えて伝えられる伝統行事です。 
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宝満山における歴史的風致 
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【歴史的建造物の保存修理】 【観世音寺金堂の保存修理】【歴史的建造物の保存修理】 

 天満宮門前の伝統家屋や市内に点在
する歴史的建造物など太宰府の歴史的
風致を形成している建造物の修理に助
成を行い、良好な景観の形成と歴史的
風致の維持向上を図ります。 

【観世音寺金堂の保存修理】 

 古代から法灯が続き、さいふまいり
の立寄り所として人々が訪れる観世音
寺の保存修理を行うことで歴史的風致
の維持及び向上を図ります。 

 太宰府市では、市内どこでも歴史を感じられる屋根のない「太
宰府市まるごと博物館」（まちぐるみ歴史公園）を進めています。
景観まちづくり計画や歴史文化基本構想と連携して、歴史的建造
物などの保全・活用や伝統的活動の継承のためのソフト事業など
を一体的に実施し、太宰府の歴史的風致を将来に伝えるまちづく
りを推進します。 

参道の歴史的建造物
観世音寺金堂 

「人と遺跡の共存史」
景観育成地区 

大野城跡 

参道の歴史的建造物 

【幸ノ元溝尻水路の保存修理】 

 門前のまち割りの骨格であり、天満
宮社地と町場の境界を示す水路の調査
を実施し、保存修理を行うことで歴史
的景観の形成を図ります。

【水城跡・大野城跡の整備】 

 さいふまいりの立寄り所である水城
跡・大野城跡の修理・整備を行うこと
で「さいふまいりにおける歴史的風
致」の維持向上を図ります。

「天満宮と宰府宿」
景観育成地区
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的景観の形成を図ります。致」の維持向上を図ります。 景観育成地区
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【歴史的な通りのサイン整備】 

 どんかん道、日田街道、参詣道、歴
史の散歩道とい た歴史的な通りに案

水路（小鳥居小路） 

【景観形成に関する施策】 

○景観計画 

（ 成22年度策定 条例施行）

水城跡・大野城跡 

榎社

景観育成地区 

その他の主な事業 
【戒壇院山門等の保存修理】 

趣のあるたたずまいで来訪者

【無形の文化財の記録作成】 

無形文化財や無形民俗文化財史の散歩道といった歴史的な通りに案
内板や解説板などを整備することで回
遊性の高いネットワークの形成を図り
ます。 

（平成22年度策定・条例施行）

 重点区域に包含される２つの景観育

成地区を設定し、歴史的景観の保存、

育成を図ります。 

○屋外広告物条例 

 景観に調和した屋外広告物の規制を

行います

○歴史の散歩道環境整備事業 

○どんかん道解説広場整備事業 

○姿見池修景整備事業 

○三浦の碑周辺環境整備事業 

○歴史的市街地の緑化推進事業 

○四王寺山の環境保存活用事業

趣のあるたたずまいで来訪者
の目に触れる戒壇院の山門、土
塀、東門の保存修理を行うこと
で歴史的風致の維持及び向上を
図ります。 

 無形文化財や無形民俗文化財
についての調査や記録を行い、
地域の伝統文化伝承への意識向
上や担い手の育成などを図りま
す。 

どんかん道沿道 

行います。

○高度地区の指定、見直し 

 高度地区の新規指定や現在指定して

いる規制の強化により良好な市街地環

境の保全を図ります。 

○四王寺山の環境保存活用事業

○門前町並み保存活用事業 

○太宰府市民遺産育成支援事業 

○伝統文化普及啓発事業 

            など 
戒壇院の山門と土塀 春篭り 


